
講座名 栄養疫学・行動栄養学
英文講座名 Department of Nutritional Epidemiology and Behavioural Nutrition

科学的根拠に基づき 一人ひとりにあった｢食｣で｢健康的な未来｣をデザインする

― ライフコース栄養疫学が拓く『食』の科学と社会実装 ―

先端医療開発研究クラスター
Advanced Medical Development Research Cluster

演者名：大久保公美、田島諒子

■ 本講座の設立使命

⚫ 生涯にわたる健康とウェルビーイングの実現
⚫ 健康的な食行動への変容要因の解明
⚫ 個別最適化されたエビデンスに基づく改善策の創造

【設立使命とアプローチ】
■ 使命へのアプローチ

⚫ 科学的かつ多様な食事評価ツールとデータベースを活用
⚫ 栄養疫学的手法の高度化を推進
⚫ 食に関わる諸現象の包括的解析を実施

設立期間 ： 2023年5月 – 2028年4月
スタッフ ： 特任教授 大久保公美、 特任助教 田島諒子
協力講座 ： 東京大学大学院医学系研究科社会予防疫学分野

（教授 村上健太郎 ）
出資企業 ： 味の素株式会社

「測る・応用する・広げる」の３本柱で、栄養学の新たな社会実装をめざす

① 測る  ～食事評価ツールの開発～ ② 応用する  ～ライフコース栄養疫学研究～ 出資企業との共同研究

⚫ 次世代人材育成

研修・セミナーを通じて、企業・行政・臨床分野の実務者に栄養学の知見を
共有しています。

⚫ 政策参画

「内閣府食品安全委員会WG」等に参画し、科学的根拠に基づく政策立案への
専門的助言を行っています。

⚫ 学術知識の普及

学術論文での発表や専門誌での解説・連載を通じて、栄養学に関する知見の
社会的共有を推進しています。

【研究室HP／問い合わせ先】

E-mail: nebn_admin@m.u-tokyo.ac.jp

人材育成と政策参画
研究例

③ 広げる  ～社会・地球規模で適切な食の提案～
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